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「ひろげよう情報モラル・セキュリティコンクール」

優秀活動事例賞受賞
コンクールを利用して優れた取り組みを行った学校に対して送られる賞。
今年度は全国で７校が受賞しています。昨年度は最優秀賞の「文部科学大臣
賞」でした。優秀活動事例賞の受賞は３年連続になります。

熊本県 熊本県立東稜高等学校
生徒からの呼びかけによるスマホ適性利用の啓発活動
スマートフォンの適正利用について、生徒たちが自ら「スマホダイエット」について考え
る機会を年に３回設けています。保健委員会がネット依存症やストレートネックによる健康
被害について呼びかけを行ったり、文化祭において「スマホと私と・・・」というプレゼン
テーションを実施したりと、委員会が中心となって、スマートフォンの適正利用の啓発活動
を広げています。

標語、ポスター、4コマ漫画等の応募作品制作を通して、児童・生徒・学生のみなさん
が、情報モラルや情報セキュリティについて考える機会となるよう開催しています。

※画像やコンクールについての説明は最下部リンクのHPより引用しています。

★スマホダイエットの取り組みはさらに広がりをみせています。
下はスマホダイエットの関連書籍を紹介する図書委員会の取り組みです。

モノグサはアプリを活用した学習支援ツールで、本校では世界史で
約1ヶ月のトライアルを行い、生徒の学習に一定の成果がありまし
た。新しいことに日々
挑戦中です！！

※令和４年度文部科学大臣優秀教職員表彰
「社会に開かれた教育実践奨励賞」とは？
趣旨
文部科学大臣優秀教職員表彰は、学校教育にお
ける教育実践等に顕著な成果 を上げた教職員及び
教職員組織について、その功績を表彰するとともに広
く周知し、併せて我が 国の教職員の意欲及び資質
能力の向上に資することを目的とし、平成１８年度 か
ら実施している。

今回、この東稜Newsの発行元でもある、東稜高校研
究企画兼情報管理部が、光栄なことに上記の賞をいた
だくことができました！
表彰されたのは、「四 特別活動や部活動指導によ

る児童生徒の育成」の項目で、スマホダイエットや探
究活動でのＩＣＴ利用などを総合的に評価していただ
けたと思っています。今後もＩＣＴ推進と適切な利活
用を両輪として取り組みを進めていきます。

https://www.ipa.go.jp/security/event/hy
ogo/about/index.html



月刊高校教育 2022年12月号
特集：高校、特別支援教育の現在地
アクティブティーチャーの挑戦 ＩＣＴの積極的活用を目指して／竹中京一

本校のICT推進にかかる一連の取り組みが注目され、インタービューが掲載されました。

高等学校に向けた唯一の専門誌 学事出版 全国高等学校校長協会と高校教育研究会共編の総合誌

本校の取り組みをまとめた「ICTチラシ」もぜひご覧ください！

リンク
＆QR

読売新聞２０２２年８月１８日付け
教育ルネサンス取り上げられました。

「情報化の推進体制」を整え、
「教科指導におけるICT活用」
「情報教育」「校務の情報
化」に積極的に取り組んで い
る学校を称え、学校情報化優
良校として認定します。
日本教育工学協会(JAET)

【日本史】「Jamboard」を活用

・Classroomで資料を手元でも確認できるように
生徒全員を招待。
・写真で人物の顔、動画で時代観を把握でき生徒
の記憶に残る視覚的資料を提示。

【数学】コインの確率を
スプレッドシートで計算

・コインを投げる回数を多くすると、計算が多くなるた
め、スプレッドシートに数式を入力して計算。
・アンケート調査や仮説検定など膨大な数量を扱うと
きに有効。

【英語】Writing活動で意見共有

・作文した内容をペアやグループをつくって、添削
やレビューを行い、特によく書けていたものを、黒
板のスクリーンに映し出して全体に共有。

【音楽】調べ学習から撮影、
動画学習まで多岐に活用

・興味関心を引き出すとともに、活動も個別
最適化。繰り返し自分のペースで練習できる。

【情報】タイピングテスト
＆プログラミング学習

・学習プラットフォームを活用した実習
（R3年度）▶Life is Tech! Lesson
（R4年度）▶Progate（プロゲート）

▶GoogleColaboratory

【全教科共通】小テスト＆板書アーカイブ

・Formによる小テストを実施、結果はすぐ確認
・定期考査等解答もPDFでデータ配信
・板書データの記録・配信
（メリット）
・プリントの紛失がない。
・欠席/出停の生徒でも学びが可能


